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植物の写真をうまく撮る際の‘役に立つか分か

らない’覚書 其の三の其の二 

 

面白い画像センサー 前号で一般的な画像センサーの特徴について述べた。そして、

銀塩フィルムとの違いについても触れることができた。ここでは、フィルムの特性を生

かした面白い画像センサーについて紹介したい。 

 Bayer 配列に伴う利点でもあり、欠点でもある課題には、大きく 2つある。①赤、青、

緑を別々に取り込んでいる。②配列が規則正しい。①に関しては別々に取り込んでいる

ことから、画素によっては取り込まれていない色がある。②に関してはモアレ（干渉縞）

が発生しやすい。この②の問題を解決したのが、Fujifilm 社の X trans CMOS の構造で

ある 1)。これとは別に Bayer 配列ではなく、あえて銀塩フィルムの 3層構造をもとに開

発されたセンサーがあ

る。それが SIGMA 社の

Foveon X3 センサーであ

る 2)。もとは Foveon 社と

いうアメリカの会社であ

ったが、現在は SIGMA 社に傘下にある。ちなみ

に Foveon とは Fovea（中心窩）が由来である。

生体の特性にもヒントを得ている点で、ここは

Apple 社の Retina（網膜）と似ているのは偶然

だろうか。 

 Foveon X3 センサーの構造を図 1 に示す 3)。

この図にあるように、Foveon X3 センサーは 3

層構造で、赤、青、緑をすべての画素で取り込

んでいる。そのため、フィルムライクな画像になりやすい（と思う）。サイトの画像アップで SIGMA 社の DP2 

Merrill を使っている大きな理由は、ここにある。植物を素敵に撮るにはフィルムライクな画像がいいはずで

ある（と思い込んでいる。別に当方は SIGMA 社の広報担当

ではないが、個人的には SIGMA 社を応援していますよ）。

銀塩フィルムを扱う唯一の会社である Fujifilm 社でもこ

のような 3 層構造のセンサーの開発を進めていたようで

あるが 4)、実際にデジタルカメラとして製品化されている

のは、SIGMA 社のみである。ちなみにサイトにアップした

画像の中で、Foveon X3 センサーらしいものを図 2に示す。

実に陰影に富んでいる（と思い込んでいる）。 

 其の四では写真の構図について述べたい。 

1) http://fujifilm-x.com/x-pro1/ja/story/chapter1/p

age_02.html（閲覧：2015.3.6） 

2) http://ja.wikipedia.org/wiki/Foveon_X3（閲覧：2015.3.6） 

3) http://www.picture-soup.com/wp-content/uploads/2010/07/X3_Film_Color.jpg（閲覧：2015.3.6） 

4) http://www.fujifilm.co.jp/rd/report/rd052/pack/pdf/ff_rd052_001.pdf（閲覧：2015.3.6） 

植
い
き
新
聞 

第５１号 

発行者:犬丸 

図 1 Foveon X3 センサー 

図 2 花の画像 


